
 

 

平成２６年２月２５日 

         
 

まもなく「いかなご漁」の盛漁期になります！ 

～ 海域利用者の協力による海難防止対策 ～ 

 

伊勢湾三河湾では、まもなく恒例の「いかなご漁」の盛漁期となります。

多いときには約５００隻以上の漁船が出漁し、特定の海域に集中して操業す

るため一般船舶との海難が懸念されます。 

このため第四管区海上保安本部では、平成２３年から名古屋港海上交通

センター及び伊勢湾海上交通センターからインターネットやＶＨＦ無線

等で操業情報を提供しており、本年度も同様に実施する予定です。 

なお、この取組みを開始してから、いかなご漁船の海難は発生しており

ません。 

 
 
【情報提供に関する概要】 
●期間 

３月～６月のいかなご漁期 
（解禁日から漁期終了まで） 

●提供手段および内容 
・ＶＨＦ無線及びＡＩＳによる「操業情報」 
・インターネットホームページによる「操業漁船情報図」の提供 
 

 
                            

 

 

 

 

 

                         

 

 

問い合わせ先 

海上保安庁第四管区海上保安本部 

交通部安全課長 安達 裕司（内線 2620）

℡052-661-1611（代表） 

第四管区海上保安本部



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁船が多数操業しているレーダー映像（平成２５年２月２８日午前８時３０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操業漁船情報図（平成２５年２月２８日午前８時３０分） 

 

 

 

28 日 08 時 30 分現在  

約 50 隻

約 250 隻  

第四管区海上保安本部



 

 

                    

 

 

 

 

 

いかなご漁船と一般船舶の状況（伊勢湾海上交通センター撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船びき網漁業（いかなご漁）の操業イメージ図  

写真右上：いかなご  

写真左上：いかなご漁獲状況  

写真左下：いかなご（こうなご）加工品  

（写真：愛知県水産試験場ＨＰより）  

体長 30mm～80ｍｍ  

第四管区海上保安本部



伊勢湾シーバース

・

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません

◎双眼鏡による厳重な見張り
・漁船の速度、進行方向の確認
・漁船船尾からえい網索が出ていないか、船尾方向にボンデンはないか

◎漁船群から、十分な距離を離して避航

◎漁船群の操業範囲には進入しない

伊勢湾・三河湾では、ほぼ周年を通じて、貨物船等の主要通航路に
重なるように、船びき網漁業が活発に行われています。
特に、２隻の漁船が対になり網を曳く船びき網漁業は、最大５００ｍ
に及ぶ網を曳き、貨物船等がこの網を引っ掛け漁船が転覆するなど
の事故が発生しています。

◎海上交通センターからの操業漁船情報の聴取、確認

伊勢湾の船伊勢湾の船びきびき網漁船に注意網漁船に注意

操業中は鼓形形象
物を掲げています。

船びき網漁船・漁具との衝突を避けるために

ボンデン（小・大）
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２ インターネット・ホームページによる操業漁船情報図

１ 国際ＶＨＦ無線電話による操業情報

周年

いかなご

操業時

提供時期

仕向港までの操業漁船情報各船舶の位置通報時③操業情報

操業の概要と主な操業海域新たな情報時又は概ね1時間毎②操業情報

当日の操業の有無概ね操業開始（日出）の30分前①出漁情報

情報の内容情報提供の時間帯情報の種類

周年

いかなご

操業時

提供時期

仕向港までの操業漁船情報各船舶の位置通報時③操業情報

操業の概要と主な操業海域新たな情報時又は概ね1時間毎②操業情報

当日の操業の有無概ね操業開始（日出）の30分前①出漁情報

情報の内容情報提供の時間帯情報の種類

伊勢湾海上交通センター及び名古屋港海上交通センターにおいては、国際ＶＨＦ
無線電話により、下表の操業漁船情報を提供しています。

伊勢湾海上交通センターインターネット・ホームページ 二そう曳き漁船情報

URL：http://www6.kaiho.mlit.go.jp/isewan/ikanago/ikanago.gif

【問合せ先】

伊勢湾海上交通センター ：電話0531-34-2443
名古屋港海上交通センター：電話052-398-0715

操業漁船情報の入手方法（ＶＨＦ無線電話・ＨＰ）操業漁船情報の入手方法（ＶＨＦ無線電話・ＨＰ）

インターネット・ホームページでは、下のＵＲＬから伊勢湾海上交通センターが
提供する操業漁船情報図が確認できます。

作成：伊勢湾・三河湾海域利用者航行安全協議会

（注）使用チャンネルは、１６チャンネルから各局を呼び出した後、指定する１３、１４、２２の各チャンネルで実施

サンプル

伊勢湾シーバース

・

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません

◎双眼鏡による厳重な見張り
・漁船の速度、進行方向の確認
・漁船船尾からえい網索が出ていないか、船尾方向にボンデンはないか

◎漁船群から、十分な距離を離して避航

◎漁船群の操業範囲には進入しない

伊勢湾・三河湾では、ほぼ周年を通じて、貨物船等の主要通航路に
重なるように、船びき網漁業が活発に行われています。
特に、２隻の漁船が対になり網を曳く船びき網漁業は、最大５００ｍ
に及ぶ網を曳き、貨物船等がこの網を引っ掛け漁船が転覆するなど
の事故が発生しています。

◎海上交通センターからの操業漁船情報の聴取、確認

伊勢湾の船伊勢湾の船びきびき網漁船に注意網漁船に注意

操業中は鼓形形象
物を掲げています。

船びき網漁船・漁具との衝突を避けるために

ボンデン（小・大）

伊勢湾シーバース

・

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません

伊勢湾シーバース

・・

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません

◎双眼鏡による厳重な見張り
・漁船の速度、進行方向の確認
・漁船船尾からえい網索が出ていないか、船尾方向にボンデンはないか

◎漁船群から、十分な距離を離して避航

◎漁船群の操業範囲には進入しない

伊勢湾・三河湾では、ほぼ周年を通じて、貨物船等の主要通航路に
重なるように、船びき網漁業が活発に行われています。
特に、２隻の漁船が対になり網を曳く船びき網漁業は、最大５００ｍ
に及ぶ網を曳き、貨物船等がこの網を引っ掛け漁船が転覆するなど
の事故が発生しています。

◎海上交通センターからの操業漁船情報の聴取、確認

伊勢湾の船伊勢湾の船びきびき網漁船に注意網漁船に注意

操業中は鼓形形象
物を掲げています。
操業中は鼓形形象
物を掲げています。
操業中は鼓形形象
物を掲げています。

船びき網漁船・漁具との衝突を避けるために

ボンデン（小・大）

２ インターネット・ホームページによる操業漁船情報図

１ 国際ＶＨＦ無線電話による操業情報

周年

いかなご

操業時

提供時期

仕向港までの操業漁船情報各船舶の位置通報時③操業情報

操業の概要と主な操業海域新たな情報時又は概ね1時間毎②操業情報

当日の操業の有無概ね操業開始（日出）の30分前①出漁情報

情報の内容情報提供の時間帯情報の種類

周年

いかなご

操業時

提供時期

仕向港までの操業漁船情報各船舶の位置通報時③操業情報

操業の概要と主な操業海域新たな情報時又は概ね1時間毎②操業情報

当日の操業の有無概ね操業開始（日出）の30分前①出漁情報

情報の内容情報提供の時間帯情報の種類

伊勢湾海上交通センター及び名古屋港海上交通センターにおいては、国際ＶＨＦ
無線電話により、下表の操業漁船情報を提供しています。

伊勢湾海上交通センターインターネット・ホームページ 二そう曳き漁船情報

URL：http://www6.kaiho.mlit.go.jp/isewan/ikanago/ikanago.gif

【問合せ先】

伊勢湾海上交通センター ：電話0531-34-2443
名古屋港海上交通センター：電話052-398-0715

操業漁船情報の入手方法（ＶＨＦ無線電話・ＨＰ）操業漁船情報の入手方法（ＶＨＦ無線電話・ＨＰ）

インターネット・ホームページでは、下のＵＲＬから伊勢湾海上交通センターが
提供する操業漁船情報図が確認できます。

作成：伊勢湾・三河湾海域利用者航行安全協議会

（注）使用チャンネルは、１６チャンネルから各局を呼び出した後、指定する１３、１４、２２の各チャンネルで実施

サンプル



・魚群を狙って、右に左に進みＵターンも行う。
・多いときは、同じ海域に３００隻を越える漁船が操業する。

・いかなご漁は、袋網後部を取替えて漁獲物を揚収する
ため、網を入れれば終わりまで網は揚げない。

・陸岸（浅い方向）に向かって曳網する場合が多い。
・同じ海域に５０～６０隻程度の漁船が操業する。

・網を揚げて漁獲物を揚収した後、船団後方に移動し
曳網を再開する。
・横幅は、１ｋｍ程度

外見
及び

漁法

・２隻（ ～ トン）の漁船が対になり、約 ｍの網を曳網し、その網の上方に 個のボンデン（前方：大、後方：小）が
ある。（ボンデンは見えない場合が多いため注意が必要） また、網の周囲に伴走船（魚探船、運搬船）がいる。

・ひとつの魚群に５０～１００隻程度の漁船がい集するが、３月～４月のいかなご漁では３００隻を越える場合がある。

・曳網する漁船の速力は、１．５ノット前後で上層～中層（水深によっては下層）を曳網する。

外見
及び

漁法

・魚同士が固まる習性から、漁船はこの魚群を狙って右に左に曳網し、Ｕ
ターンも行う。船団の進行方向は魚群しだいとなるが、網を揚げての大幅
な移動は基本的に行わない。

進行方向
・魚が水深の深い方向に逃げる習性から、曳
網時は深い海域から浅い海域（陸岸方向）に
向かって進む場合が多い。

１回（漁獲物は、袋網後部を取替えて揚収する）
※漁獲物の成長に伴い、 月中旬頃から一日あたり４～５回程度の網を揚げる方法に移行する。

揚網回数 一日あたり４～５回程度（漁獲物の揚収後は、
船団後方に移動し曳網を再開する）

日出から概ね午前１１時頃 操業時間 日出から概ね午後３時頃

例年３月上旬から６月頃 漁 期 周 年

湾内及び湾外：上記漁期中 主な漁場 湾内：秋口から 月頃

湾外：上記以外
主な漁場 湾内： 月から 月頃

湾外：上記以外

いかなご漁 しらす漁 ぱっち（ばっち）網漁

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません

ブイ

船びき網漁業操業イメージ図

運搬船
網船

手船

ボンデン（小）
ボンデン（大）

４５０～５００ｍ

 袋 網
40～100m

いかなご漁 しらす漁 ぱっち（ばっち）網漁

陸側

100～200ｍ

船びき網漁の特徴


	_140224訂正） （資料）伊勢湾・三河湾の「いかなご漁」の操業情報の提供を開始します！ 
	（リーフレット）伊勢湾の船びき網漁船に注意！！



